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先生だって楽をしたい！
～自動出欠確認システム～

東京都立多摩科学技術高等学校
園山凜 千葉伶磨

研究の背景
昨今、教職員の仕事の多さが問題となっており、「出

欠確認」を負担に感じる教員も少なくない。
しかし出欠確認を怠ったことによる児童の死亡事故が

発生している。
出欠確認は「重要」だが「面倒」であり、教員にとっ

ての負担の一部となっている。

研究の目的

教職員側

「出欠確認」の負担の軽減
生徒側
「遅刻・欠席」の連絡の簡略化

設計

実装

図2で情報を入力することで生徒の遅刻・欠席登
録は完了
（２）出欠状況の確認システム
教室の画像を自動処理し、着席箇所を検出

図3：教室の画像

図4:処理後の教室画像 図5:着席場所の出力結果
図５では人がいる箇所には １ いなければ ０ を出力
（３）「遅刻・欠席」の登録状況確認ページ

図5：登録状況確認ページ

登録状況が表形式で表示クラスごとに確認するこ
とが可能
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今後の課題
・「出欠確認」の精度の向上

・実際の教室での運用

実装

（１）生徒の「遅刻・欠席」登録フォーム

図２：理由選択画面

：生徒の動作
：教職員向けの動作
：本システム内の処理

図１:全体の流れ

欠席者は「×」
遅刻者は「△」
無断欠席者は「？」で表示

出席者は非表示


